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理事長に再選されて 

狩野 裕 

 
日本行動計量学会は 1973年に設立 50周年を

迎えた．統計関連学会連合を構成する６つの関

連学会では，日本統計学会の歴史が最も古く

1931 年の設立，ついで日本行動計量学会の

1973 年，日本計量生物学会が 1980 年，応用統

計学会と日本分類学会が 1981 年，日本計算機

統計学会 1986 年となっている．今やどの学会

も安定期にあるといってよい．世界的にみても，

20 世紀には研究者人口が増え，学問の分化・専

門家・深化が進んでおり，各統計関連学会の設

立はこの世界の流れを汲んだものと言えよう．

さらに言えば，20 世紀の終わりごろから，行き

過ぎた学問分化への反省があり学問間の情報交

換の推進・学問分野の統合が進められているが，

2005 年の統計関連学会連合の発足もその流れ

に沿ったものであると言えよう． 
 

芳賀麻誉美理事が学会会報を元に作成したもの 

上図は，最近 15 年間における日本行動計量学

会の会員数の推移である．2007 年の急減は会員

の定義を変更した影響である．その後漸減が続

くが，2019 年を境に増加に転じ昨今は 1000 名

を超えている．これは学会を盛り立てようと考

える各学会員の努力の賜物であり，理事長とし

て嬉しい限りである． 
日本行動計量学会が歩んだ 50 年の間にサイ

エンスにおいて革命的発見がいくつもあった．

浅学非才を顧みずいくつか挙げてみる．DNA の

二重らせん構造が明らかになり，遺伝がDNAの

複製によって起こることや塩基配列が遺伝情報

を担っていることが分かってきた．DNA の役割

解明は，疾病管理にとどまらず，生き物の分類，

DNA 多型による鑑定など，行動計量の多くの分

野に少なからず影響を与えている．相対性理論

と量子力学は 20 世紀初頭の発見であり，実用化

は主に 20 世紀半ば以降に進められた．身近な応

用の一つは，人工衛星を利用した測位システム

である GPS に生じる誤差を，一般相対性理論

によって補正することで精確な位置推定が可能

になったことである．生物の存在時期を推定す

る放射性炭素年代測定法，fMRI や EEG などの

脳活動測定他，数えきれないほどの測定方法が

開発され，精度の向上も著しい．今後も因果関

係のサイエンティフィックな解明は進んでいく

だろう．行動計量学としては，これらの発展に

貢献するとともに，計量的方法によって人間行

動や生き物の仕組みや在り様を解明し，関連す
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る課題を解決することで人類の文化に貢献する

ことが重要である．すぐにでもできそうなこと

は，ノイズにまみれた脳活動測定におけるノイ

ズの制御とそれによる人間や動物の行動の解明

と援助であろうか．DNA に関しては，遺伝統計

学・情報学としてコラボレーションが進んでい

る． 
直近 50 年間におけるサイエンスの方法論の

進化については，漠とした分類であるが，実験

科学・理論科学に続いて計算科学，そして，デ

ータ科学が登場し，これらは並行して用いられ

ている．こちらについては別の機会にコメント

したい． 
ここで，学会の生き残り，いや，より有意な

発展について考えてみたい．歴史家ポール・ケ

ネディが著した「大国の興亡」が出版されたの

が 1987 年である．16 世紀から 20 世紀におけ

る覇権主義のリーダーが入れ替わっていく様を，

政治，経済，軍事，地政学的な観点から詳細に

論じた有名な著作である．当時の日本はバブル

期で山手線の内側全体の土地の合計金額でアメ

リカ全土を買えると言われた時代であった．大

国の興亡に対応する邦書は，「沙羅双樹の花の色，

盛者必衰の理をあらわす」で有名な平家物語で

あろうか（こちらの方がずっと古いが）．より凡

庸な例として，「親苦労し（成功し），その子楽

して，孫乞食する．」というのもある（浮世草子）．

いずれも，政治や産業における栄枯盛衰を示し，

それは人間の性（さが）を表しているようであ

る．「さが」と書いたが，もう少し広い視野でみ

ると，生き物全体でも，進化（新種出現）と絶

滅を繰り返し現在に至っている．こういったこ

とを教訓とするならば，時代の要請に応えて設

立された各統計関連学会は今何かを考える時期

に来ているかもしれない（6 学会間の覇権争い

を言っているのではない）．筆者の考えるキーワ

ードは，言わずもがなであるが，伝承と革新で

ある．これは遺伝と多様性と言い換えることも

できよう．第ｔ世代のある特性値を Xt とし，１

 
1 2 時点間（親と子）で身長の平均と分散に変

次の自己回帰モデルを考える： 
𝑋𝑋𝑡𝑡+1 = 𝜑𝜑𝑋𝑋𝑡𝑡 + 𝑒𝑒𝑡𝑡,    Var(𝑒𝑒𝑡𝑡) = 1 − 𝜑𝜑2, |𝜑𝜑| < 1 

このモデルには，次代の特性値𝑋𝑋𝑡𝑡+1のばら

つきを，過去を引きずる𝜑𝜑2と新奇な情報であ

る1 − 𝜑𝜑2とに分割する意味がある．予測精度

という観点では，|𝜑𝜑|は１に近いことが望まれ

るが，次世代に多様性・革新性を持たせるに

は，|𝜑𝜑|が大きすぎるのはよくない．多様性は

天敵の登場や環境の変化に適応するための武

器だからである．それは𝑒𝑒𝑡𝑡によって導入され

るランダムネス（予測できないこと）の積極

的な活用と表現することもできる．自己回帰

モデルの誤差𝑒𝑒𝑡𝑡は通常ホワイトノイズと呼ば

れるが，イノベーションという用語が当てら

れることもあり，言い得て妙である．一方， 

|𝜑𝜑|が小さすぎるのもよくない．天敵が登場し

その種が激減したとき，その種の中でも天敵

に強い形質をもつものが生き残るわけである

が，その形質が次代にある程度遺伝しなけれ

ば結局は絶滅してしまうからである．つまり，

現在生き残っている（繁栄している）種は𝜑𝜑2

と1 − 𝜑𝜑2とをうまくバランスさせている種な

のではないだろうか．回帰分析の祖であるゴ

ルトンは，𝑋𝑋𝑡𝑡として人間の身長を考え，𝑋𝑋𝑡𝑡が
定常過程とみなせること 1，𝜑𝜑2 ≈ 0.5であるこ

とを見出した． 

学会組織は人を構成要素とする生き物であ

る．人類の知的資産の継承は学会の重要なミ

ッションであるが，加えて，その役割が社会

に評価され生き残るためには，イノベーショ

ン（ホワイトノイズ）が必要なのではないか．

さらに言うならば，𝑋𝑋𝑡𝑡と𝑒𝑒𝑡𝑡とを適切に融合さ

せることによって次代の𝑋𝑋𝑡𝑡+1を構成していく

文化が必要ではないかと思うのである． 

 
 
 

化がないと見做せることを指摘したのみである． 
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狩野 裕 

（かの・ゆたか） 

同志社大学 文化情報学

部 特別客員教授 

1986 年 工学博士（大阪大学）．

2004 年 大阪大学基礎工学研

究科教授．2024 年大阪大学名

誉教授．1997 年-現在 日本行動計量学会理事．1999 年 

春 の 合 宿 セ ミ ナ ー 開 催 責 任 者 ． 2000-2003 年 

Behaviormetrika 編集委員会委員長．2019 年 第 47 回

大会実行委員長 

 

新理事長・委員長・担当理事 

理事長             狩野 裕 
編集委員会委員長     足立 浩平 
和文誌編集委員会委員長     岡田 謙介 
欧文誌編集委員会委員長      植野 真臣 
運営委員会委員長     小杉 考司 
広報委員会委員長     鈴木 讓 
組織検討委員会委員長      星野 崇宏 
大会担当委員会委員長        大森 拓哉 
資料アーカイブス委員会委員長  鈴木 督久 
柳井レクチャー委員会委員長   岡太 彬訓 
事務局長（庶務・会計担当理事）横山 暁 
統計関連学会連合担当理事   狩野 裕 
      足立 浩平 
学会創立 50 周年記念事業委員会委員長 
      狩野 裕 
 

その他理事 

宇都 雅輝 尾崎 幸謙 菊地 賢一 
椎名 久美子 繁桝 算男 清水 裕士 
竹村 和久 中山 厚穂 芳賀 麻誉美 
橋本 貴充 前田 忠彦 松本 渉 
山岡 和枝 山田 剛史 吉野 諒三 
 

監事 

村上 隆  渡部 洋  

日本行動計量学会第 52 回大会のお知

らせ（第 3 報） 
大会実行委員長 

 芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 
前号でもお知らせしましたように，第 52 回大

会を 2024 年 9 月 10 日（火）～13 日（金）に大

阪経済大学大隅キャンパスで開催いたします． 
初日の 9 月 10 日（火）午後は例年通り，チュ

ートリアルセミナーを２つ行う予定です．1 つ

目は，理化学研究所の上田先生による「関係デ

ータ解析のためのノンパラメトリックベイズ法」

です．ノンパラメトリックベイズ法は，モデル

構造に事前分布を与えて，データに応じて適切

なモデル構造を決定するベイズ理論であり，今

後，ますますの活用が見込まれる手法です．2 つ

目は，東北大学大学院の木村邦博先生による「調

査における質問と回答の科学」です．発刊予定

のご著書を下敷きに，これまでの研究成果につ

いてご講演いただきます．いずれも今回のチュ

ートリアルのために準備された内容ですので，

どうぞお聞き逃しないようお申込みください． 
また，本大会では，イタリアより Fulvia 

Pennoni 先生（University of Milano-Bicocca）をお

招きし，社会科学データに適用される離散潜在

変数モデルの最新動向をテーマとした招待講演

を企画しています．さらに第 8 回柳井レクチャ

ーも同日開催し，調査的思考：「データを生み出

す創意工夫」と「限界の認識」をテーマに，松

田映二先生（YORONresearch／元・朝日新聞社，

元・埼玉大学）にご講演いただきます．いずれ

も大会 3 日目となる 9 月 12 日（木）の午後に開

催予定です．招待講演，柳井レクチャーのいず

れも大会参加申込者が聴講できます． 
チュートリアルセミナーおよび大会への参加

は，下記の大会ウェブページよりお申し込み可

能です．お早めにお申し込みくださいますよう

お願い申し上げます． 
 

＜大会ウェブページ＞ 
https://conference.wdc-jp.com/bms/2024 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 181 号                                 2024 年 7 月 1 日 

4 

＜チュートリアルセミナー＞ 
テーマ A（9 月 10 日（火）12:30–15:30） 
タイトル：関係データ解析のためのノンパラメ

トリックベイズ法 
講師：上田 修功 先生 （理化学研究所 革新知

能統合研究センター） 
 

テーマ B（9 月 10 日（火）16:00–19:00） 
タイトル：調査における質問と回答の科学 
講師：木村 邦博 先生（東北大学大学院文学研

究科・文学部） 
 

＜今後のスケジュール＞ 
7 月中旬 速報版プログラムのウェブ公開予定 

※本年度はプログラム冊子の郵送はございま

せん 
8/9（金） 早期参加申込（チュートリアルセミ

ナー，大会，懇親会） 各種締切 
8/10（土） 大会参加通常申込（オンライン） 開

始（クレジットカード決済のみ） 
9/6（金）正午 大会参加通常申込（オンライン） 

締切 
9/10（火）～9/13（金）第 52 回大会 
 
 
2024 年度研究発表大会における「柳井

レクチャー」のご案内 
柳井レクチャー委員会委員長  

吉野諒三 

 

 本年度の御講演者の松田映二氏は，1990年
頃より林知己夫先生から選挙の情勢予測を含

む世論調査調査方法の指導を受け，独自の調

査方法の開発，特にそれまで2-3割の低回収率

が当然とされてきた郵送調査において，時に

は6-8割以上の高回収率を実現してきました．

これは，近年，内閣府広報室の面接調査から

郵送調査への移行を検討する際の貴重な基礎

情報ともなっています．今回のご講演の内容

は以下の予定です． 

https://conference.wdc-jp.com/bms/2024/lecture.html 

講演者 松田映二（YORONresearch）（元・朝

日新聞社，元・埼玉大学） 

題目 調査的思考 「データを生み出す創意

工夫」と「限界の認識」 

概要 2021年衆院選では自民の勝勢を見誤

る予測報道が続出．2022年参院選の奈良選挙

区では自民優勢な情勢の中で「激しく競り合

う」など厳しく出た報道もあり，安倍元首相

は急遽応援に駆けつけたが銃弾に倒れた．い

ずれも回収率が極めて低い電話調査の影響に

よる惨事である．偏ったデータは誤った推論

結果をもたらすし，無いデータを補正するこ

とはできない．「データの時代」が発展する

にはデータの利用研究のみではなくデータを

生み出す研究も重要である．選挙予測失敗の

教訓から学び始め，データ収集における注意

事項（調査的思考）を確認する． 
「低回収率」時代における新しいアプロー

チの仕様と理論実装も必要である．有効極大

化法（EMM）を用いれば郵送調査でも回収率

8割は可能である．郵送調査の復権は，Web 時
代のデータ収集（Web 調査）とシンクロする．

どちらも調査員が介在せず質問文・選択肢を

「目で見る」ため，バイアスが統制された複

合調査が可能になる．「目で見る」調査のバ

イアスとして初頭効果が有名であり研究論文

も多いが，その概念と事例は正当なのだろう

か．回答行為における認知バイアスの研究を

促進させる意味で，一石を投じる． 
 

運営委員会より 

運営委員会委員長     
芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 
2023 年度活動報告および今後の活動につい

て 

運営委員会では，2023 年度の活動として

「2023 秋の行動計量セミナー」「第 26 回春の合

宿セミナー」の 2 回のセミナーの企画・運営を

行い，それぞれ 143 名，316 名の参加者を集め
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て開催することが出来ました．本年度もセミナ

ーを通じて新たに 67 名から入会申請があり，過

去 3 年間で合計 151 名もの新規会員を獲得して

います．この数字からも，セミナーの企画・運

営が，新規会員の獲得と会員数の増加に寄与し

ていることがお分かりいただけると思います． 
また，本年度は「第 107 回行動計量シンポジ

ウム」を会員が無料で参加可能なセミナー型シ

ンポジウムとして開催し，盛会となりました． 
運営委員会では行動計量シンポジウムの企画

を随時，受付していますので奮ってご応募くだ

さい．補助金額の上限は 10 万円です．シンポジ

ウムのテーマ，開催日時，開催方法，概要，予

算，代表者名，連絡先を記載したメールを日本

行動計量学会運営委員会宛にお送りください．

審査の上，結果をご連絡いたします．どうぞよ

ろしくお願いいたします． 
研究部会については，令和 6 年度（2024 年度）

の募集を行い，新規 1 件（BDA（Bayesian Data 
Analysis）研究会，繁桝算男（東大・名誉教授））

を採択しています．昨年度からの継続 1 件（多

様な非対称データ解析のための多面的研究と応

用，中山厚穂（都立大））と合わせて 2 件の活動

を支援していく予定です． 
研究部会には 1 部会上限 10 万円までの活動

経費の助成を行っています．例年，研究部会の

募集は 12 月号の会報に詳細を掲載しています

ので，積極的なご応募をよろしくお願い申し上

げます． 

 
2021 年度からの 3 か年の活動総括 

最新研究に触れ，自身の研究を推進するため

に学会入会が必要不可欠なものであった時代は

過ぎ去り，今では誰もがインターネットを介し

て世界中の最新研究へアクセスすることが可能

となり，研究活動の発信も容易な時代になりま

した．こういった時代において，学会が持つ主

たる役割は，研究者相互の連絡・協力を促進す

るコミュニティの場を提供することに移り，研

究成果の社会還元が強く求められるようになっ

たと考えられます． 

運営委員会が行っているセミナーの企画・運

営やシンポジウムの開催支援，研究部会への助

成といった活動は，学会員の研究推進に役立つ

ものであるのは当然として，新しい人的繋がり

が次々に生まれるような活動を提供するもので

なければなりません．2021 年度からの 3 年間

は，会員相互のネットワークの構築やコミュニ

ティ発祥に繋がるように活動を展開してきまし

たが，今後もこういった活動が継続されるよう，

会員の皆様には，ぜひ運営委員会の活動を温か

くご支援いただきたくお願い申し上げます． 
 
「第２６回春の合宿セミナー」開催報告 

実行委員長 清水裕士 

 
2024年3月29日から31日に，第26回春の合宿

セミナーを合宿＋対面講義およびリアルタイム

配信を伴う，オンラインハイブリッド形式で行

いました． 
テーマは「統計的因果推論」で，慶應大学の

星野崇宏先生にご講義いただきました．星野先

生に因果推論を3日間みっちり教えていただく，

とても貴重な機会であったと思います．因果推

論の哲学的議論から潜在結果モデルの基礎，そ

して機械学習などを利用した最新の議論まで内

容は盛りだくさん，かつ，丁寧な解説をいただ

きました． 
開催場所は今年度もTOTOの東富士研修所で

行いました．富士山がとてもきれいに見える，

静かできれいな施設です．当日は，講義後の懇

親会なども盛り上がり，参加者のみなさんの多

様性もあってとても充実した時間を過ごされた

と思います． 
オンデマンドの参加も多数あり，非常に注目

を集めたイベントであったと思います．実行委

員の先生方の準備や，講師の星野先生の時間通

りの進行のおかげもあり，オンライン参加の方

にも満足いただける内容であったと思います．

長時間の講師を担当いただいた星野先生，そし

てさまざまな点からサポートいただいた実行委

員の先生方にお礼申し上げます． 
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対面会場の様子 
 
「第２６回春の合宿セミナー」参加者の感想 

王 偉宇（京都大学大学院教育学研究科） 
今回の合宿セミナーでは，統計的因果推論の

基本的な考え方から様々な分析手法まで，星野

先生に詳しく教えていただきました．私は心理

学における統計手法の使用に関心を持ち，様々

な統計手法を勉強していますが，指導教員から

統計的因果推論という分野を紹介していただき

ました．心理学では実験が多いため，直接的な

因果推論の手法を使用する機会は少ないですが，

因果の考え方を理解することは重要です．例え

ば，心理学の実験データ分析でよく使われる相

関係数は因果関係とは異なるものですが，混同

されることがあります．今回の合宿セミナーの

内容は，計量経済学に詳しくない僕にとっては

少し難しいかもしれませんでしたが，講義を一

通り聞いた後，「なるほど，因果推論はこうい

うことなのか」という感想がありました．これ

からの研究では，今回のセミナーで教えていた

だいた因果に関する考え方が，思考の基盤とし

て役立つことでしょう． 
合宿セミナーで，僕はさまざまな分野の方々

と交流し，多岐にわたる知識を得ることができ

ました．自身の研究について深く考える機会も

あり，専門家からの助言も受けることができま

した．行動計量学会の合宿セミナーは，知識を

得るだけでなく，意見交換の場としても大きな

価値があると感じました．僕は４月から準会員

として入会し，今後も積極的にセミナーに参加

したいと考えています．最後に，講師の星野崇

宏先生と実行委員の先生方に心から感謝申し上

げます． 
 

佐藤 洋大（名古屋大学） 
今回，星野先生に統計的因果推論についてご

教授いただきました．私の専門は社会心理学で

すが，そこでは個人の性格などの，実験操作を

加えられない要因を説明変数とする重回帰分析

がしばしば登場します．しかし，この方法では

要因の因果効果を測ることができないとよく言

われてきました．ここから一歩踏み込んで，操

作が加えられていない要因の因果効果について

考えることができるようになりたいと思い，本

セミナーに参加しました． 
セミナーでは，介入の有無（心理学の文脈で

は個人差のカテゴリーなど）の間にある差異を

因果効果として，講義が始まりました．そして，

バイアスを排除してこの因果効果を推定するた

めに，共変量を活用したり，その影響を統制し

たりするという一貫した考え方が示されました．

この考え方のもと，因果効果の様々な推定手法

の概念的な考え方，数理的背景，実際の適用例

を分かりやすく紹介してくださりました．その

おかげで，各手法を使う場面をイメージしやす

かったです．また，参加者からの質問に丁寧に

お答えくださったため，細かい部分についても

理解を深めることができました． 
末筆ながら，このような濃密な学習の機会を

設けてくださった星野先生と，実行委員の先生

方に深く感謝を申し上げます．今後も，春の合

宿セミナーをはじめ，本学会の開催する様々な

セミナーに参加したいと思います． 
 
 

広報委員会より 
広報委員会委員長     
鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Web ページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員からの

申請，他学会からの依頼で会員に有益な情報を
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Web ページに掲載する，もしくはメールで配信

しています（両方の場合もある）．同時に SNS
での発信も行っています． 

 

メールニュースの配信 

 2024 年 2 月, 3 月, 4 月のメールニュース

（通）の内訳は以下のようになります． 
 2月 3 月 4 月 
本学会  会報原稿募

集 
訃報（坂元

氏） 

会員原稿募

集 
大会（特別セ

ッション） 
公募（求

人，研究

費） 

1件 1 件 1 件 

関 連 学

会・ 
イベント 

4件 3 件 2 件 

計 5件 6 件 5 件 
 

学会 Facebook/X をフォローしよう 

X（twitter）では，学会主催行事（大会，シ

ンポジウム，秋・春のセミナーなど），新着論

文（和文，英文）のタイトルなどを発信して

います．  
https://twitter.com/bms_pr 

2024 年 5 月 1 日現在，フォロワー数は 958 
（3 ヶ月間で 20 増）です．Facebook（394 名

がフォロー中）でも，学会主催行事などにつ

いての情報を掲載しています． 
https://www.facebook.com/BehaviormetricS
ociety 
「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェ

ア」をぜひともお願いいたします． 
 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡

する以外に，会員の方々からいただいた公募情

報（求人，研究費など），関連学会（イベント他）

など，他の会員に有益な情報を発信しています．

広報依頼の受付のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 
からお申し込みください．この他，会報の「会

員の著書など」に掲載する書籍の情報がござい

ましたら，同じサイトからお申し込みください．

その際に，その書籍の画像ファイルを入力して

いただくことになります． 
 

 
理事会議事録 

 
日本行動計量学会 2023 年度第 3 回理事会議

事録 
日時：2023 年 11 月 9 日（木）10:00～12:00 
場所：オンラインによる開催 
議事進行：狩野裕 理事長 
理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，大森

拓哉，岡太彬訓，狩野裕，菊地賢一，

小杉考司，椎名久美子，繁桝算男，

清水裕士，鈴木讓，南風原朝和，  
芳賀麻誉美，橋本貴充(書記)，星野

崇宏，山本倫生，横山暁，吉野諒三 
(21 名)，委任状 10 名 

監事出席者：村上隆 
 
資料 
1. 議事録案 
  1-1. 2023 年度第 2 回理事会議事録案 
  1-2. 2023 年度総会事録案 
  1-3. 入会希望者（メール会議） 
2. 第 50 回大会収支報告 
3. 岡太研究助成関係 
  3-1. 岡太彬訓研究助成選考委員会内規案 
  3-2. 岡太彬訓研究助成評価基準案 
4. 学会賞関係 
  4-1. 学会賞について（申し合わせ） 
  4-2. 表彰担当委員会の設置について 
5. 和文誌編集委員会報告 
6. 欧文誌編集委員会報告 
7. 入退会リスト 
8. 会計業務委託 
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9. 謝金申し合わせ 
10. 役員選挙に関する報告 
11. 第 51 回大会関係請求書 
  11-1. 請求内訳書（第51回大会実行委員会宛） 
  11-2. 請求内訳書（学会宛） 
12. 運営委員会報告 
  12-1. 運営委員会報告 
  12-2. 第 107 回行動計量シンポジウム企画案 
 
議事 
議事に先立ち，開始時点で議決権 28 名（理事

出席 18 名，委任状 10 名）であり，理事会が成

立していることが確認された． 
1. 議事録確認・メール会議承認 

資料 1-1 にもとづき，2023 年度第 2 回理

事会の議事録が承認された． 
資料 1-2 にもとづき，2023 年度総会の議

事録が承認された． 
資料 1-3 にもとづき，メール会議で合意

された事項が承認された． 
2. 第 51 回大会 

横山大会実行委員長より，資料 11-1 およ

び資料 11-2 にもとづき，第 51 回大会に関

わる業務委託費用が報告された．収支報告

は次回の理事会で行うこととなった．大会

参加費をクレジットカードで支払う参加者

が増えたため，準備金の増額が提案され，

次回以降の理事会で検討されることとなっ

た． 
3. 第 52 回大会 

芳賀大会実行委員長より，第 52 回大会は

2024 年 9 月 10 日(火)から 9 月 13 日(金)ま
での 4 日間の日程で行うと決定したことが

報告された． 
4. 役員選挙 

選挙管理委員長を稲水伸行会員に委嘱す

ることが承認された．また，稲水委員長の

代理として菊地事務局長から，選挙管理委

員として，宇都雅輝会員，山田剛史会員が

推薦され承認された．資料 10 にもとづき，

役員選挙の実施要領，日程が示され，承認

された． 
 
 
 

5. 学会賞・岡太研究助成 
菊地事務局長より，資料 4-1 にもとづき，

肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）の特別会計

の基金の不足分について，必要に応じて行

う通常会計からの繰入れを妨げないという，

申し合わせの事項が確認され，今後も当面，

一般会計から補填することが承認された． 
学会賞選考委員長を，植野真臣会員に委

嘱することが承認された． 
橋本理事より，資料 4-2 にもとづき，表

彰担当委員会の設置が提案され，次回以降

の理事会で検討されることとなった． 
岡太彬訓研究助成の山田選考委員長の代

理として菊地事務局長より，資料 3-1 およ

び資料 3-2 にもとづき，岡太彬訓研究助成

の選考委員会の内規案および評価基準案が

報告され，次回以降の理事会で検討される

こととなった．選考委員の決定が報告され

た．2022 年度の助成の成果報告書および会

計報告書が提出されたこととその要約が報

告された． 
6. 各委員会報告 
・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 5 にも

とづき，第 50 巻 2 号の発刊，現在の審査状

況について報告があった．ファーストトラ

ック論文募集を第 51 巻 2 号（2024 年 9 月

号）でも行うことを検討していることが報

告された． 
植野欧文誌編集委員長より，資料 6 にも

とづき，Online Fast 掲載論文の数および

現在の審査状況について報告があった．

Special Issue の計画が 4 件報告され，承認

された． 
・運営委員会 

芳賀運営委員長より，資料 12-1 にもとづ

き，第 107 回行動計量シンポジウムの実施

と，2023 年度のセミナーの開催予定が報告

された．行動計量シンポジウムの企画が呼

びかけられた．資料12-2にもとづき，第107
回行動計量シンポジウムの概要が報告され

た． 
・広報委員会 

鈴木讓委員長より，会報に掲載する企画

の提案が呼びかけられた． 
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・柳井レクチャー委員会 
吉野委員長より，第 51 回大会や 50 周年

記念シンポジウムが順調に終わったことを

受け，保留になっていた柳井レクチャーの

本年度中の開催を検討していくことが報告

された． 
・イノベーション委員会 

岡太委員長より，学会創立 50 周年記念論

文誌「Facets of Behaviormetrics」が 8 月

31 日に刊行されたことが報告された．第 51
回大会の剰余金で 20 冊を購入し，賛助会員

などに配付するとともに，特別会計の予算

で今後の広報などに使用するために 20 冊

を購入することが提案された．具体的な購

入金額の資料を準備して，次回の理事会で

検討することとなった． 
・統計関連学会連合 

岩崎担当理事より，統計関連学会連合に

法人化の動きがあること，連合のいくつか

の学会が法人化していることが報告され，

日本行動計量学会を法人化した場合のメリ

ットおよびデメリットが議論された． 
・事務局 

菊地事務局長より，資料 7 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請が報告され，入

会，退会，種別変更の全てが承認された．長

期滞納者が報告され，その退会措置が承認

された． 
椎名副事務局長より，資料 8 にもとづき，

学会の会計業務の委託が提案され，次回の

理事会で承認する方向で補足資料を準備す

ることとなった． 
菊地事務局長より，資料 2 にもとづき，

第 50 回大会の収支が報告された． 
横山理事より，資料 9 にもとづき，学会

主催のイベントにおける講師謝金および実

行委員の手当ての規定策定について提案さ

れ，再度検討し直すこととなった．申し合

わせを作る方針は承認された． 
7. その他 
・次回理事会は 2023 年 1 月または 2 月にオ

ンラインにて開催される予定である． 

以上 

 
 
 

日本行動計量学会 2023 年度第 4 回理事会議

事録 
日時：2024 年 2 月 16 日（金）10:00～12:25 
場所：オンラインによる開催 
議事進行：狩野裕 理事長 
理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，大森

拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，狩野裕，

菊地賢一，小杉考司，椎名久美子，

清水裕士，鈴木讓，中山厚穂，南風原

朝和，芳賀麻誉美，橋本貴充(書記)，
藤田泰昌，星野崇宏，山田剛史，  
山本倫生，横山暁，吉野諒三 (22
名)，委任状 7 名 

監事出席者：村上隆 
 
資料 

1. 2023 年度第 3 回理事会議事録案 
2. 日本行動計量学会第 51 回大会収支報告書 
3. 役員選挙結果 
4. 岡太彬訓研究助成 
  4-1. 岡太彬訓研究助成選考委員会報告 
  4-2. 岡太彬訓研究助成選考委員会内規案 
5. 表彰担当委員会案 
6. 和文誌編集委員会報告 
7. 欧文誌編集委員会報告 
8. 入退会リスト 
9. 50 周年記念論文集費用 
10. 会計業務委託費用試算 
11. 謝金・手当内規案 
12. 第 52 回大会実行委員会報告 
13. 運営委員会報告 
 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 27 名（理

事出席 20 名，委任状 7 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 
1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2023 年度第 3 回理事

会の議事録が承認された． 
2. 第 51 回大会 

横山大会実行委員長より，資料 2 にもと

づき，第 51 回大会の収支が報告された． 
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3. 第 52 回大会 
芳賀大会実行委員長より，資料 12 にもと

づき，第 52 回大会の日時，場所，実行委員

会，大会までのスケジュール，チュートリ

アルセミナーの企画，大会シンポジウムの

企画が報告された．プログラム冊子の印刷

と全会員への郵送を，第 52 回大会では行わ

ないことが提案され，承認された．大会の

抄録集の著作権譲渡方法について，非会員

が発表を申し込んだ場合の方法を見直すこ

とが提案されたが，法律的に問題がないか

の確認や発表申込みシステム改修の費用や

日程を考慮する必要等が指摘され，今後に

向けて継続審議されることとなった．大会

のポスターセッションに対して賞を設ける

ことが提案され審議されたが，第 52 回大会

においては大会実行委員会が主導し，今後

においては，第二次学会活性化検討委員会

の提言を踏まえ，学会賞との関係を考慮し

ながら検討することとなった． 
4. 役員選挙結果 

宇都選挙管理委員より，資料 3 にもとづ

き，役員選挙の結果が報告され，承認された． 
5. 岡太研究助成 

山田選考委員長より，資料 4-1 にもとづ

き，2024 年度の助成対象者の選考結果が報

告され，承認された．助成対象者の氏名と

年度の一覧を Web で公表することが提案

され，広報委員会に依頼することとなった．

資料 4-2 にもとづき，岡太彬訓研究助成選

考委員会内規案が提案され，次回理事会で

検討することとなった． 
6. 表彰担当委員会 

橋本理事より，資料 5 にもとづき，表彰

担当委員会の設置が提案された．学会賞，

名誉会員，柳井レクチャー，岡太彬訓研究

助成に関する事務作業を行うために人員を

強化する必要性は理解されたが，委員会と

いう形式にする必要があるのか，どのよう

な組織とするかについては審議が継続され

ることとなった． 
7. 各委員会報告 
・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 6 にも

とづき，第 51 巻 1 号の発刊予定，現在の審

査状況，第 51 巻 2 号のファーストトラッ

ク論文特集の計画，論文投稿の際の研究倫

理に関する他学会の状況を踏まえた検討事

項について報告があった． 
植野欧文誌編集委員長より，資料 7 にも

とづき，Vol.51 Issue 1 の発刊，現在の審査

状況が報告された． 
・運営委員会 

芳賀委員長より，資料 13 にもとづき，

2023年秋の行動計量セミナーの実施，第26
回春の合宿セミナーの予定が報告された．

学会員向け無料セミナーは，2023 年度の開

催を見送り，2024 年度以降の運営委員会に

企画案を申し送り予定であることが報告さ

れた．令和 6 年度研究部会の新規申請が 1
件あったことが報告され，承認された． 

・広報委員会 
鈴木讓委員長より，会報，Web，メール

ニュースの業務が通常どおり行われている

ことが報告された． 
・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長の代理として菊地事務局

長より，故杉山明子名誉会員の保有してい

た資料を確認させていただく予定であるこ

とが報告された． 
・柳井レクチャー委員会 

吉野委員長より，2023 年度の柳井レクチ

ャーは行わないことが報告された．2023 年

度に依頼予定だった講師候補者が紹介され，

2024 年度に改めて第 52 回大会での講演を

依頼することが承認された． 
・統計関連学会連合 

菊地事務局長より，次年度の連合大会の

委員について，運営委員は継続して猪狩良

介会員，プログラム委員は上阪彩香会員に

委嘱する提案があり，承認された． 
・事務局 

菊地事務局長より，資料 8 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請が報告され，入

会と種別変更は全て承認された．退会につ

いては，状況を確認する必要のある 2 名を

除き，承認された． 

資料 9 にもとづき，学会創立 50 周年記

念論文誌 20 冊を購入し，賛助会員等に配付

したことが報告された．また，今後の広報

などに使用するために特別会計の予算で，

20冊を購入することが提案され，承認された． 
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椎名副事務局長より，資料 10 にもとづき

2018～2022 年度の収支状況が説明され，会

計業務の外部委託費用を捻出可能との見通

しが示された．2024 年度から会計業務を外

部委託する提案が承認された． 
横山理事より，資料 11 にもとづき，学会

主催のイベント等における謝金および手当

てに関する内規案が提案され，承認された．

宿泊費，謝金，日当の詳細について，見直し

が必要となった際に改めて改訂することと

なった． 
菊地事務局長より，理事当選人会合にお

いて新理事長を互選する際の投票方法につ

いて説明があった． 
8. その他 
・次回理事会は 2024 年 3 月にオンラインに

て開催し，理事会に引き続き理事当選人会

合を行う予定である． 
以上 

 
日本行動計量学会 2023 年度第 5 回理事会議

事録 
日時：2024 年 3 月 13 日（水）10:00～10:30 
場所：オンラインによる開催 
議事進行：狩野裕理事長 
理事出席者：植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，

岡田謙介，尾崎幸謙，狩野裕，菊地

賢一，小杉考司，繁桝算男， 清水

裕士，竹村和久，中山厚穂，南風原

朝和，橋本貴充(書記)，星野崇宏，

山岡和枝，山田剛史，横山暁 (18
名)，委任状 8 名 

監事出席者：村上隆 
資料 

1. 2023 年度第 4 回理事会議事録案 
2. 入退会リスト 
3. 野口遵研究助成金・野口遵賞に関す

るよくあるご質問 
4. 第 52 回大会実行委員会報告 

議事 
議事に先立ち，開始時点で議決権 26 名（理

事出席 18 名，委任状 8 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 
1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2023 年度第 4 回理事

会の議事録が承認された． 
2. 事務局報告 

菊地事務局長より，資料 2 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請が報告され，全

て承認された． 
岡太彬訓研究助成において，所属機関に

よるオーバーヘッド徴収を免除し，研究者

本人に全額を給付する方針について，資料

3 を例に挙げて議論され，承認された．所属

機関宛てにオーバーヘッド徴収免除を伝達

する文書の整備や，募集要項への記述は，

今後議論されることとなった． 
菊地事務局長より，特別会計の名簿作成

積立金の口座を国際文献社への業務委託に

使用し，残高を特別会計の学会活動積立金

に組み入れることが提案され，承認された．

なお，名簿のオンライン化により必要性が

薄れた名簿作成積立金は，2024 年度から取

り止めることとなった． 
芳賀第 52 回大会実行委員長の代理とし

て菊地事務局長より，資料 4 にもとづき，

大会準備の進捗状況が報告された． 
以上 

 
日本行動計量学会 2024 年度理事当選人会合

議事録 
日時：2024 年 3 月 13 日（水）10:35～10:45 
場所：オンラインによる開催 
議事進行：菊地賢一 事務局長 
理事出席者：植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，

岡田謙介，尾崎幸謙，狩野裕，菊地

賢一，小杉考司，繁桝算男，清水裕士，

竹村和久，中山厚穂，橋本貴充(書
記)，星野崇宏，前田忠彦，松本渉，

山岡和枝，山田剛史，横山暁，吉野

諒三 (20 名)  
監事出席者：村上隆 
議事 

1. 理事長選挙 

 理事当選人による期日前投票を含む投票結

果にもとづき，狩野裕理事当選人が次期理事

長に当選した． 

以上 
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会員の著書等 

 
真鍋一史（著）『ファセット・アプローチとデ

ータ分析事例―データサイエンスのもうひと

つの源流』，ミネルヴァ書房，2024 年 3 月 
 

 
 
Yoshimichi Sato，Hitoki Takikawa（編）

『 Sociological Foundations of 
Computational Social Science』，Springer 
Nature Singapore Pte Ltd.，2024 年 3 月 
 

 
 
 

 

訃報 

 
 日本行動計量学会名誉会員の坂元慶行先生

が，2023 年 10 月 26 日にご逝去されました．

謹んで哀悼の意を表します．  
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしておりま

す． 
 
和文誌：「行動計量学」 

Editorial Manager からご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 
岡田 謙介 和文誌編集委員長宛 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Manager からご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa
ult.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技

術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会

欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動

計量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974
年）に遡って電子化し，JST で運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開（無

償での公開）しております．電子アーカイブ化・

公開には，創刊号からの掲載論文の著作権行使

（全文電子公開）同意を論文著者から得る必要

があります．1999 年の総会以降刊行された論文

については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ

以前に掲載された記事等の著作権は，明確に定

められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会へ

の著作権委譲についての文面をお送りし，多く

の著者のご了解をいただきました．現在までに

お返事をいただいていない著者の論文は，本来

は著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研

究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考えて，

すでに電子化公開しております．著作権委譲に

ついてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和

文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡

下さるようお願いいたします．公開を中止する

など，学会として誠意をもって対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続き

等は会報 123 号（2009年）に掲載され，学会の

WEBページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://bsj.gr.jp/journals/copyright/  

に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月

発行の Volume 44，Number 1 よりシュプリン

ガー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44，Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において公

開されます（非会員には有償）．Volume 43，
Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト J-

STAGE にて全文公開されます． 
 

ご連絡 
 

日本行動計量学会会員数（2024年5月31日現在） 

正会員       ： 825 名 （海外 6 含む） 
準会員       ： 116 名  
名誉会員      ： 24 名  
賛助会員      ： 19 社  
シニア会員     ： 36 名  
計         ： 1020 名  
学会誌等寄贈先 ： 4 件  
 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳し

くは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録

されたアドレスにメールニュースを配信してい

ます．こちらへメールアドレスを新規登録，変

更，削除（メールニュースの配信停止）される

場合は，ご自身で，「会員向けメーリングリスト：

登録・サービスの詳細」のページ 
https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペ

ージにログインして作業を行って下さい．  
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用の

パスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過

去のメーリングリストアーカイブ」（過去のメー
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ルニュース）のページにアクセスする際は，以

下のユーザー名とパスワードが必要となります． 
ユーザー名：bsj    
パスワード：1973 
 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企

業・団体の求人情報は，ご依頼に応じてメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホーム

ページからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であって

も，当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそ

れに準じた組織（国立研究機関等）でない場合

には，求人情報を記事として配信することはで

きません．配信を希望される場合には，事前に

賛助会員になって頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また求

人広告かどうかにかかわらず，お引き受けして

います．後述する方法でお申し込み下さい． 
 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないも

の）など，会員の皆様から原稿を募集しており

ます．広報依頼の受付のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著

者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が

著書等を出版されたことをアピールできる数少

ない場であると思いますので，優れた書籍の推

薦や情報などをお寄せ下さいますようお願いい

たします．なお，会員の方がご自身で出版され

た著書についてご連絡いただく際には，書誌情

報とともに（出版社から入手した）書影を後日

お送りいただきますので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 182 号の場合には 7 月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載すること

が可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させてい

ただきますのでよろしくお願い申し上げます． 
不明な点などございましたら，上述の広報依

頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲

載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 
編集後記 
次号より，この会報も新たな広報委員会の体

制での発行となります．この 3 年間に寄稿下さ

った方々，そして読者である会員のみなさま，

ご支援に心から御礼申し上げます．  

今後も，エッセイ，ご意見，ご要望，その他

会報に掲載したい情報など，広報依頼のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 
より，お寄せ下さい．お待ちしております． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 
題字：林知己夫 
 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，

稲水伸行，岩間徳兼，上野雄史，

岡田陽介，久保沙織，水師裕， 

鈴木宏哉，登藤直弥，袰岩晶， 

元山斉 

相談役：尾崎幸謙 




